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○実践の概要 

 自分の見方や考えが学習に生かされると，子どもの学習に対する能動性が引き出され，科学的思考力

を深めていくことができると考えている。そこで，本実践では，自身の見方や考えを基に観察・実験を

考えさせ，因果関係を考えていく活動を取り入れた。その結果，因果関係をふまえて，自身の考えの更

新をはかろうとする子どもの姿が見られた。 

① 単元計画（全９時間） 

学習過程 主 な 学 習 活 動 時 配 

ふれる ・植物の葉のひみつをさぐる １時間 

さぐる ・植物の葉に日光があたると，葉にでんぷんができるか調べる。 

・葉の表面は，どのようになっているか調べる。 

・植物の葉から水がでているか調べる。 

・根から取り入れた水は，根やくきのどこを通って，葉までいくのか 

調べる。 

・植物の吸水について調べる。 

２時間 

２時間 

１時間 

１時間 

 

１時間（本時） 

いかす ・学習してきたことを，まとめよう。 １時間 

② 本時の目標 

  葉や花びらの有無によって水の吸い上げ方が違うことを吸水結果から推し量り，記述することができ

る。 

                                   （科学的な思考・表現） 

③ 授業の実際 

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント） 

１ 事象提示を観る。  

Ｃ「どんどん水を吸い上げていくね。1分間あたり

４ｃｍも進んでいくよ。」 

Ｃ「吸い上げた水は、茎や葉を通って全身にいき

わたっているのだろうね。」 

Ｃ「葉がなかったら、吸い上げ方は変わるのか

な？」 

     

 

 

 

 

２ 学習問題を設定する。 

 

 

 

○学校園からとってきたあじさいが水を吸い上げ

る様子を見せる。 

 

○事象提示の意図 

 ・「気孔が多く見られる葉に着目させる。」 

 →子どもの意識の焦点化 

 

 

 

 

 

 

○学習問題の設定で留意したこと。 

 ・児童の見方・考え方を基に，学習のキーワー

ドを用い，学習問題文を作成する。 

 

あじさいの葉を落とすと、水の吸い上げ方

が変わるのだろうか。 



３ 観察・実験の方法を検討し，予想を立てる。 

 

  

 

 

                  

４ 観察・実験を行う。 

（１）共通実験（自分の実験） 

 

       

 

 

 

 

 

（２）自分の観察・実験（自分の実験） 

 

 

 

 

 

 

（３）個人の考え（結論）を記述する。 

 

４ 学級全体で話し合いを行い，結論をまとめる。 

５ 振り返りを書く。 

 

○予想を立てる際に留意したこと。 

 ・深く考えさせない。事象提示を観て，直感的

にうかんだことを記述させる。 

 ・学習のキーワードをふまえ，観察・実験の計

画を立てさせる。 

〈キーワード〉 

あじさいの葉 ・花びら・くき・水の吸い上げ

方 

 ・実験結果の予想と結果の解釈について，話し

合う。 

○みんなで観察・実験（共通実験）を行う際の留

意点 

・植物の葉を一枚落として、観察・実験を行う。 

○コース選択と自分の実験を行う際の留意点 

・「くりかえしコース」「やり方チェンジコース」

に分かれて行う。 

・コース選択の理由に，自分の見方や考えを反

映させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・複数の観察・実験の結果を全体で確認し、言え

ることをまとめさせる。 

 

④考察 ～自身の見方や考えを基に観察・実験の選択を行い，因果関係を考えていく活動の効果～ 

  本実践では，自身の見方や考えを基に観察・実験を行うために，２段階の観察・実験を学習過程に

仕組んでいる。予想と結果を比較しながら結論を記述することができていた。２段階の観察・実験を

しくみ，実験前の考えと結果を比較することにより，自身の考えを更新することにつながっていった

ものと考える。 

葉を全部とってし

まおう。わっ、吸

い上げるスピード

がすごく遅くなっ

たよ。 
花びらをとってやってみよう。あんまり変わ

らないな。 

葉を落としても、吸い上げ方に変化

はないと思うな。 

水の吸い上げ方は、変わると思

うよ。だって、葉には気孔がた

くさんあって蒸散していたじ

ゃない。 

 

あっ，遅くなっ

た。１分間あた

り２ｃｍにな

ったよ。 

評価：複数の観察・実験の結果から、言えることを記述している。 


